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体験の心理的変遷を回顧的に振り返り
可視化するための“感マップ”の生成
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概要：感覚や体験を定量化する研究の多くは，実験者が事前に用意した形容詞対に対して点数付けを行う
方法が用いられてきた．この方法は，複雑で多様な感覚・体験を，事前に実験者が想定した少数の基準に
よって評価するという問題があった．そこで本研究では，体験を回顧的に振り返り，その時系列を含めて
可視化する方法として，物事に接したときに生じる心の動きを表す「〇〇感」という語に着目し，これを
感情価と覚醒度を直交軸とする 2次元上に，近い印象の語が空間的にも近くなるように配置し，その上で
心理的変遷を評価する “感マップ”を生成した．本論文ではマップ生成のための，50名を対象としたオン
ラインワークショップ調査の方法と結果について述べる．
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Abstract: Most studies on quantification of sensations and experiences have used a scoring method based
on adjective pairs prepared by the experimenter. These methods have the problem that complex and diverse
sensations and experiences are evaluated based on a small number of criteria assumed by the experimenter
in advance. In this study, as a methodology for retrospectively reflecting and visualizing experiences, we
focused on the words “— feeling” that expresses the emotion that occurs when one comes into contact with
a thing, and generated a “Feeling-map” in which words with close impressions are placed spatially close to
each other. This paper describes the methodology and results of an online workshop survey of 50 participants
conducted to create the map.
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1. はじめに

人間は複雑で多様な感覚や体験を言語を用いてラベリン
グすることで効率的に記憶，操作，伝達している．実際，SD
法（Semantic Differential Method）に代表される，これまで
の感覚を定量化する多くの研究では，実験者が用意した二極
の形容詞対に対して点数付けを行う方法が用いられてきた．
これらの方法は，感覚を基本的な要因に分解し解釈するのに
適する一方で，複雑で多様な感覚を比較的少数の語で表現し
ようとする点や，回答者自身の基準ではなく事前に実験者が
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図 1 ワークショップの結果得られた標準の “感マップ”（124 語バージョン）
Fig. 1 Standardized “Feeling-map” (124 words) obtained by workshop.

想定した基準（形容詞）によって評価がなされるという問題
があった．そこで，これまで筆者らは感覚を表す語自体を
2次元マップ上に配置し，そのマップ上で感覚を評価する方
法論を提案してきた．具体的には「粗い—滑らか」「硬い—

軟らかい」などの少数の形容詞対で評価されてきた触感を，
「さらさら」「ざらざら」「ねばねば」「もちもち」などの 42

語のオノマトペ（擬音語・擬態語の総称）によるオノマトペ
分布図を作成し [1]，そこで触感評価を行ってきた [2], [3]．
この方法は感覚間の関係が直感的に把握可能で，個人差

の可視化や感覚の時系列の可視化が容易であるという特長
があった．本研究では，この触感での感覚評価の方法論を，
より抽象的で時間の長い「体験」の評価に応用することを
考える．具体的には「物事に接したときに生じる心の動き」
を表す「〇〇感」[4]という複合語に着目し，これを多様な
心的状態の可視化に用いられる，ポジティブ/ネガティブの
感情価の軸 [5]と，低/高覚醒の覚醒度の軸 [6]を直交軸とす
る 2次元上に配置し，体験の印象やその心理的変遷を振り
返る “感マップ”を作成した（図 1，図 2 参照）．「〇〇感」
には「身体感覚」「心理感情」「印象」を表す語があるが [7]，
本研究は体験評価を目的とするため，主に「心理感情」を
表す語（以降，「心理感情語」と記す）を使用した．本論文
では，124語の心理感情語による “感マップ”を生成するた
めに実施した 50名のオンラインワークショップ調査の方
法と結果について述べる（調査は NTTコミュニケーショ
ン科学基礎研究所研究倫理委員会の承認を得て実施され，
参加者はウェブ上で調査内容に同意したうえで参加した）．

図 2 参加者の “感マップ” 上の心理的変遷の例
Fig. 2 Examples of emotional transition on “Feeling-map.”
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2. 方法

2.1 ワークショップ参加者のスクリーニング調査
スクリーニング調査により，回答者が心理感情語の違い

を識別できているかどうかを評価し，識別能力が高い回答
者を対象に参加募集を行った．20代から 60代の 2,145名
（女性 1076名，男性 1069名，44.62± 13.94歳）に心理感
情語についてウェブアンケートで尋ねた．まず，（1）似た
印象を持つ心理感情語ペア 8組（安心感と安堵感，充実感
と充足感，緊迫感と緊張感，疲労感と徒労感，一体感と連
帯感，孤独感と孤立感，幸福感と多幸感，虚無感と無常感）
に対して，それらがどのように違うと思うか（自由記述，
違わないと思えば「同じ」と回答）を尋ねた．次に，（2）2

つの心理感情語と近い，もしくは関連する語を最大 3つあ
げるよう求めた．その記述回答において，3つ以上のペア
に対して適切に記述していると著者らが判断した回答者を
対象に，ワークショップへの参加を依頼し，最終的に承諾
した 50名（20代，30代，40代，50代，60代の男女各 5

名，44.62± 13.94歳）がワークショップに参加した．

2.2 ワークショップで使用する心理感情語リストの作成
感性工学，社会心理学の専門家を含む著者らが，心理感

情語を思いつく限りあげた後，スクリーニング調査（2）の
回答に基づき語を追加した．その中から，意味が不明瞭な
語，心理ではなく物や環境の状態を表す語（重厚感，立体
感など）を除外したリスト 124語を作成した（表 1 右列）．

2.3 オンラインワークショップの手順
ワークショップは，同じ年代，同じ性別の 5 名の参加

者が 1組となり約 90分かけてオンラインで実施された．
ウェブ会議システム（Zoom R⃝）に 5名が接続したことを確
認後，（1）各参加者が，それぞれの手元 PCで心理感情語
のマップ（“感マップ”）を作成した（約 20分間）．各参加
者は “感マップ”のベースとなる，心理感情語 124語がお
よそ等間隔に整列配置された PowerPoint R⃝スライド（縦横
比 3 : 4）上で，それぞれの語を感情価・覚醒度の 2次元上
で最も適当だと思う位置に移動させた（定まらない語は削
除）．表 1 は各語の初期位置を，各象限ごとに示したもの
である．次に，（2）作成された 5名のマップを画面共有の
機能で共有した（約 15分間）．さらに，各参加者の語に対
する印象を共有するため「重圧感」「達成感」「無力感」「信
頼感」の 4つの語についてそれぞれの位置に配置した理由
を 1人ずつ順に説明した（時間の都合上，代表的な前記 4

語に限定）．そして，（3）参加者は，他の参加者の配置を参
考にしつつ，改めて自身が最も適当だと思う位置に語を移
動させた（約 20分間）．
ワークショップ終了後，（4）ウェブアンケートフォー

ムを用い，124 語各語についてその語の意味が分かるか

表 1 ワークショップで用いた心理感情語の初期配置
Table 1 Default placement of emotion expression words.

（Yes/No）を尋ねるとともに，その語が次の関係性カテゴ
リのうちどれであるかを尋ねた．関係性カテゴリ：「個人
内：1 人でも感じることがある」「対人・社会：家庭や地
域，社会など他者との関わりの中で感じることがある」「世
界・人類：世界や人類など，個人・他者との関わりを超え
た対象に感じることがある」「不明：どれでもない，また
は分からない」．
参加者は，事後課題としてワークショップ後，自身が作

成した “感マップ”を用いて日常生活で心が動いた出来事
（ショッピングや娯楽など）を描写する課題を行った．具
体的には，出来事があったその日のうち，もしくは翌日に，
自身の心の動きを思い出し “感マップ”に描写した．また，
“感マップ”を使用した感想も自由記述で記して提出した．

3. 結果

3.1 “感マップ”における語の座標
50名が作成した “感マップ”において感情価と覚醒度の

交点を 0，上端・右端を+10，下端・左端を−10とした各語
の座標値について，参加者間の評定の一貫性を，級内相関を
用いて調べた．感情価は一貫性が高く（ICC(C, 1) = 0.88），
覚醒度もある程度一貫していた（ICC(C, 1) = 0.68）．50名
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の語の座標の平均値を算出し，3.2節で述べる分類の関係
性カテゴリで色分けをした，124語の標準 “感マップ”を
作成した（図 1，エラーバーは標準誤差を示す）．なお，参
加者の PC画面上の操作性を優先し，“感マップ”は縦横比
3 : 4で作成した．そのため，相対的な位置関係の可視化に
有効であるが，距離を用いた比較の際はその点に注意が必
要である．

3.2 語の関係性カテゴリ
ワークショップ終了後のウェブアンケート（4）の回答

は，「個人内」のカテゴリが全体の 49%，「対人・社会」が
40%，「世界・人類」が 7%，「不明」が 5%であった．語の
カテゴリ分けについては，「世界・人類」の選択率が低かっ
たため，選択カテゴリの 2割以上が「世界・人類」であっ
た語を「世界・人類」カテゴリとした．その他の語は「個
人内」と「対人・社会」のどちらが多く選択されたかに基
づいて，それぞれのカテゴリとした．

表 2 “感マップ” の使用用途のイメージ
Table 2 Ideas of usage of “Feeling-map” from users.

図 3 “感マップ” 簡易版（91 語バージョン）
Fig. 3 Simplified version of “Feeling-map” (91 words).

3.3 事後課題
参加者が自身の出来事について，心の動きを記した例を

図 2 に示す．図 2 上はある参加者がスポーツクラブでエア
ロビクスをした際の “感マップ”の心理的変遷である．平
穏感から始まり，没頭感や高揚感などを経て至福感に至る
ことが分かる．図 2 下は別の参加者のアクションアニメ鑑
賞中の心理的変遷である．期待感から始まり，高揚感，疾
走感，緊張感，没頭感を経て満足感に至ることが分かる．
“感マップ”の感想には，「面倒な手順をふまなくても 1

日の感情の動きがコンパクトにまとまることへの驚きが
あった」「自分に起きた出来事を客観的にとらえることが
できて，とても良かった」などがあった．“感マップ”の使
用用途については，表 2 のように，体験の評価や，記憶の
想起，共感，セルフケアに関わる記述が多く見られた．
一方で，「言葉が多すぎて複雑で分かりにくい」「同じよ

うな言葉が多すぎる」という指摘も多くあった．そこで，
心理感情語の数を減らした簡易版の “感マップ”を作成し
た．図 3 は，ウェブアンケートで 1割以上の参加者が「分
からない」と回答した単語を削除し，さらに 2つの心理感
情語の距離が 0.8未満（ユークリッド距離）であるときに，
「分からない」の回答率が多い語を削除したものである（回
答率が等しい場合，x軸もしくは y軸の標準偏差が大きい
語を削除）．

4. おわりに

本論文では，体験を回顧的に振り返り，心理的変遷を可
視化する “感マップ”の生成を行った．参加者の事例から
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も，複雑で言語化が難しい体験の評価を行う 1つの方法に
なると考えられる．今後は映画などのコンテンツ鑑賞や旅
行体験など，“感マップ”の適用フィールドについて検討し
たい．
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